
　

―
―
二
期
目
の
当
選
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
一
期
目
を
振
り
返
っ
て
の

総
括
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
村　

四
年
間
全
力
で
取
り
組
み
ま

し
た
。
就
任
し
た
二
〇
一
一
年
は
、
東

日
本
大
震
災
や
円
高
、
タ
イ
の
洪
水
な

ど
が
あ
り
、
大
変
な
年
で
し
た
が
、
こ

う
し
た
厳
し
い
と
き
に
こ
そ
前
向
き
な

投
資
を
し
よ
う
と
、
産
業
空
洞
化
対
策

減
税
基
金
を
原
資
と
し
た
日
本
一
の
立

地
補
助
制
度
を
あ
え
て
円
高
の
と
き
に

設
け
ま
し
た
。
円
安
に
戻
っ
た
今
、
企

業
の
設
備
投
資
意
欲
が
数
字
に
出
て

お
り
、
一
三
年
の
製
造
品
の
出
荷
額

は
約
四
二
兆
円
と
な
り
、
雇
用
も
約

四
〇
〇
万
人
に
伸
び
ま
し
た
。
産
業
・

経
済
を
強
く
し
て
、
特
に
、
若
者
や
女

性
の
働
く
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、
愛
知

に
定
着
し
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

と
い
う
良
い
循
環
を
何
と
か
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
次
の
四
年
間
で
そ
の

流
れ
を
加
速
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

―
―
Ｍ
Ｒ
Ｊ
や
Ｆ
Ｃ
Ｖ
、
リ
ニ
ア
な

ど
が
盛
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
村　

日
本
の
一
〇
年
先
、
二
〇
年

先
の
命
運
を
握
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
愛

知
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
航
空
宇
宙

産
業
に
つ
い
て
は
、
一
一
年
に
国
際
戦

略
総
合
特
区
に
指
定
さ
れ
、
一
三
年
の

中
部
地
域
に
お
け
る
航
空
機
・
部
品
の

生
産
額
は
約
六
〇
〇
〇
億
円
、
名
古
屋

税
関
管
内
の
航
空
機
類
輸
出
額
は
約

三
〇
〇
〇
億
円
に
も
上
り
ま
す
。
そ
う

い
う
中
で
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
、
国
産
初
の
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機

で
あ
る
Ｍ
Ｒ
Ｊ
で
す
。
春
頃
に
は
初
飛

行
が
予
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
本
格
的
に

量
産
化
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
す
。
ま

た
、
航
空
宇
宙
産
業
の
更
な
る
振
興
に

向
け
、
人
材
養
成
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
十
二
月
に
は
、
ト
ヨ
タ

の
燃
料
電
池
自
動
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
Ｍ
Ｉ

Ｒ
Ａ
Ｉ
の
販
売
が
開
始
さ
れ
、
一
月

二
十
日
に
は
愛
知
県
に
全
国
の
自
治
体

で
は
じ
め
て
納
車
さ
れ
ま
し
た
。
Ｆ
Ｃ

Ｖ
の
普
及
の
た
め
に
は
、
燃
料
で
あ
る

水
素
の
安
定
供
給
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
国
と
は
別
に
建
設
費
・
運
用
費
の

補
助
を
行
い
、
全
国
一
の
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
整
備
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。「
究
極
の
エ
コ
カ
ー
」
で
あ
る

Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
環
境
に
優
し
い
車
で
、
家
庭

や
地
域
の
電
源
と
し
て
も
利
用
で
き
ま

す
。
も
っ
と
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
東
京
―
名
古
屋
を
四
〇
分

で
結
ぶ
究
極
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

る
リ
ニ
ア
も
昨
年
十
二
月
に
着
工
し
、

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
リ
ニ

ア
開
業
で
ビ
ジ
ネ
ス
が
東
京
に
流
出
す

る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ

ソ
フ
ト
人
材
を
使
え
る
よ
う
に
な
る

分
、
伸
び
し
ろ
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
一

方
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
関
し
て

は
東
京
の
厚
み
に
敵
い
ま
せ
ん
。愛
知
・

名
古
屋
が
働
く
だ
け
の
街
に
な
ら
な
い

よ
う
、
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
街
づ
く

り
を
行
い
た
い
で
す
ね
。

　

―
―
高
齢
化
の
中
、
医
療
福
祉
の
充

実
も
重
要
か
と
思
い
ま
す
。

　

大
村　

最
初
の
四
年
間
で
健
康
福
祉

に
関
す
る
予
算
を
五
〇
〇
億
円
以
上
増

や
し
ま
し
た
。
老
朽
化
し
て
い
た
県
立

病
院
や
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
な
ど
の

建
て
直
し
も
進
め
て
お
り
、
一
五
年
度

中
に
は
供
用
開
始
予
定
で
す
。
こ
う
し

た
病
院
や
施
設
の
機
能
の
強
化
を
図

り
、
医
療
・
福
祉
の
更
な
る
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
知
県
民
の
健
康
寿
命
は

男
性
が
日
本
一
、
女
性
も
第
三
位
と

非
常
に
良
い
数
字
で
す
の
で
、
実
績

を
益
々
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

―
―
愛
知
県
、
特
に
三
河
の
地
域

経
済
活
性
化
に
つ
い
て
。

　

大
村　

愛
知
県
は
人
口
が
増
え
て

い
る
数
少
な
い
県
で
す
。
首
都
圏

の
人
口
増
加
は
人
の
流
入
に
よ
る
社

会
増
で
、
出
産
に
よ
る
自
然
増
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
愛
知
県

は
両
方
が
伸
び
て
お
り
、
昨
年
は

一
万
二
〇
〇
〇
人
の
増
で
し
た
。
一

方
、
東
三
河
や
山
間
部
、
半
島
や
島

し
ょ
部
で
は
人
口
対
策
が
必
要
と

な
っ
て
お
り
、
昨
年
、
東
三
河
人
口

問
題
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
産

業
を
集
積
す
る
と
と
も
に
、
交
流
人
口

も
増
や
し
、
観
光
に
も
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
三
英
傑
や
な

ご
や
め
し
、
城
郭
や
自
然
と
い
っ
た
豊

か
な
観
光
資
源
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、

も
っ
と
人
に
来
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
。

　

―
―
観
光
客
を
呼
ぶ
に
は
、
セ
ン
ト

レ
ア
の
二
本
目
滑
走
路
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　

大
村　

そ
の
通
り
で
す
。
二
月
十
七

日
に
セ
ン
ト
レ
ア
は
開
港
一
〇
周
年
を

迎
え
、
私
も
記
念
式
典
に
出
席
し
ま
し

た
。
愛
知
万
博
の
年
の
開
港
式
典
に
は

国
会
議
員
と
し
て
出
席
し
て
い
た
の

で
、
感
慨
も
一
入
で
し
た
。

　

セ
ン
ト
レ
ア
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

を
境
に
利
用
者
数
が
減
り
、
一
一
年
に

九
〇
〇
万
人
を
切
り
ま
し
た
。
一
三
～

一
四
年
に
は
一
千
万
人
近
く
ま
で
回
復

し
ま
し
た
が
、
ピ
ー
ク
時
に
は
ま
だ
及

び
ま
せ
ん
。
愛
知
県
は
陸
上
交
通
網
が

発
達
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
利
便
性

が
却
っ
て
航
空
旅
客
需
要
を
減
ら
し
て

い
る
面
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
増
や
す

た
め
に
は
、
や
は
り
観
光
だ
と
思
い
ま

す
。
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
は

一
五
〇
〇
万
人
を
超
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
東
京

－

大
阪
を
結
ぶ
ゴ
ー
ル

デ
ン
ル
ー
ト
で
名
古
屋
は
素
通
り
に
近

い
状
態
で
す
。
他
方
で
ア
ジ
ア
を
中
心

と
し
て
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
は
多
く
、
こ

う
し
た
方
々
に
、
愛
知
、
セ
ン
ト
レ
ア

を
拠
点
と
し
て
、
東
海
北
陸
を
ま
た
ぐ

昇
龍
道
を
ま
わ
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
大

い
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
観
光
を
盛
り
上
げ
て
い
く
と
と
も

に
、
二
本
目
滑
走
路
の
早
期
実
現
に
も

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

―
―
二
期
目
に
予
定
し
て
い
る
具
体

的
な
イ
ベ
ン
ト
等
が
あ
れ
ば
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

大
村　

今
年
九
月
～
十
一
月
に
は
万

博
一
〇
周
年
を
記
念
し
て
愛
・
地
球
博

記
念
公
園
で
「
全
国
都
市
緑
化
あ
い
ち

フ
ェ
ア
～
花
と
緑
の
夢
あ
い
ち
～
」
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
に
お

越
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
一
六
年
夏
～
秋
に
は
あ
い
ち
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
、
国
民
文
化
祭
、
障
害
者

芸
術
・
文
化
祭
と
芸
術
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ

ン
ト
が
続
き
ま
す
の
で
、
ア
ー
ト
の
年

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

「
日
本
一
元
気
な
愛
知
」
へ
と

勢
い
を
加
速
す
る
二
期
目
に
し
た
い

　
二
〇
一
五
年
二
月
一
日
、
一
期
目
を
上
回
る
一
六
三
万
票
を
集
め
て

再
当
選
を
果
た
し
た
大
村
秀
章
愛
知
県
知
事
。
引
き
続
き
リ
ニ
ア
や
Ｍ

Ｒ
Ｊ
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
な
ど
も
の
づ
く
り
産
業
を
中
心
と
し
た
地
域
活
性
化
に

取
り
組
み
、「
日
本
一
元
気
な
愛
知
」、「
人
が
輝
く
愛
知
」
を
目
指
す

大
村
知
事
に
、
一
期
目
の
総
括
と
二
期
目
の
抱
負
を
聞
い
た
。（
聞
き

手
／
中
部
財
界
フ
ォ
ー
ラ
ム
社
代
表
取
締
役
塚
本
隆
）

大
村
秀
章
愛
知
県
知
事
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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